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年に編纂が開始され，1974 年 3 月に全 7 巻が完結している．一方，『新修七尾市史』は七尾
湾海港 100 周年，旧七尾市制施行 60 周年記念事業の一環として 1996 年 10 月に編纂が開始

















2010 年国勢調査によると，七尾市の人口は 57,900 人（世帯数 20,944 戸）であり，そのう
ち就業者数は 28,468人である．さらに産業別の就業者数の割合をみると，第一次産業が 6.1%，




















年に東湊，矢田郷，徳田，西湊，石崎の 5 村と合併し，市制が施行した．その後，1954 年
に北大呑，崎山，南大呑，高階の 4 村が編入し，2004 年に田鶴浜町，中島町，能登島町と
合併したことで，新市制による七尾市が発足した（図１）．このような事情から，合併前の
町史も一部，研究対象とした． 











1955年 1960年 1965年 1970年 1975年
合計 10,838 9,691 7,407 5,928 3,992
農業 9,536 8,705 6,670 5,394 3,414
林業狩猟業 179 101 39 22 57
漁業水産養殖業 1,123 885 698 512 521
合計 4477 5326 5956 6756 7354
鉱業 239 63 23 31 18
建設業 952 1,292 1,552 1,679 2,197
製造業 3,286 3,971 4,381 5,046 5,139
合計 8,521 9,727 10,923 12,695 14,342
卸小売業 3,344 3,971 4,381 5,046 5,642
金融保険業 272 310 430 465 607
運輸通信業
通信ガス・水道業
サービス業 2,894 3,134 3,764 4,601 5,399
公務 662 652 607 697 756













































	 2005 年現在，石川県全体では 44,500ha の農地が存在している．これは県土全体の約 11%，
全国の農地面積(約 471 万 ha)の 1%弱に相当する．その耕地面積のうち，水稲が 72%，次い










七尾市では，2004 年時点で，耕地面積のうち水稲が 62％，次いで野菜が 6％，果樹が 1％，
飼料作物が 1％，豆類が 0.4％を占めており，同様に水稲中心の経営形態と言える．表２に




表２	 七尾市の経営耕地面積の推移（1970 年～2000 年） 
（単位：ha）
	 経営耕地総面積	 [ha]田	 畑	 （普通畑） 樹園地 （果樹園	 ）
1970年 2344 2037 294 232 13 6
1975年 2021 1809 199 172 13 5
1981年 1883 1706 162 146 15 7
1985年 1772 1598 164 115 10 5
1990年 1557 1418 131 110 8 7
1995年 1426 1296 120 96 10 9
2000年 1150 1048 97 71 5 5  
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.429 より筆者作成（原典：『七尾市統計書』昭和 62































1955年 4 ― 6 2 1 ― ― ― 11 0 0 0
1960年 167 2,145 34 24 61 84 1,147 22 33 0 0 0
1965年 1,323 … 39 72 49 … … … … 0 0 0
1970年 1907 264 3 20 26
1975年 2742 337 66 897 31
1980年 3162 × 602 1819 386  












数の推移を示している．1960 年には総農家数は 4 千戸以上であったが，2000 年には半減し






ことも起因していると考えられる．1980 年代から 90 年代前半には，専業農家数が一時的に
増加し，その後再び減少に転じている． 
 
表４．1960 年～2000 年の七尾市専業兼業別農家数の推移 
（単位：	 戸）
1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年
総農家数 4,140 3,965 3,845 3,630 3,422 3,174 2,781 2,475 2,065
専業農家数	 533 206 130 92 119 145 197 203 154
第1種兼業 1,818 882 694 295 142 100 42 96 35
第2種兼業 1,789 2,876 3,021 3,243 3,161 2,920 2,542 2,176 1,374  
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.418 より作成（原典：『七尾市統計書』昭和 45 年～平













表５．1975 年～2000 年 耕作放棄地のある農家数の推移 
（単位：	 戸）
1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年
七尾市総農家	 [戸] 3,630 3,422 3,172 2,781 2,475 2,240
耕作放棄地のある農家数	 [戸] 599 361 377 842 621 874
総農家数に対する割合 16.5% 10.5% 11.9% 30.3% 25.1% 39.1%  
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.430 より筆者作成（原典：『石川県農林水産統計年報』） 
 
表６	 1975 年～2000 年	 総農家が所有する耕作放棄地の面積の推移 
（単位：ha） 
 1975 年 1980 年 1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 
全国 99,104 91,746 96,807 150,655 161,771 210,019 
石川県 1,355 1,177 1,250 2,730 2,321 3,013 









































表７．1955 年～2002 年 米の作付面積・推定実収高の推移 
	 1955年 1965年 1975年 1985年 1994年 2002年
作付面積	 [ha]	 2,178 2,246 1,890 1,590 1,350 920
推定実収高	 [t] 8,495 8,950 9,070 6,690 5,950 4,480  
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.432 より作成（原典：『七尾市統計書』昭和 45 年度～平








表８．1955 年～1990 年	 七尾市全体の麦（大麦＋小麦）の作付面積の推移 
1955 1959 1963 1967 1971 1975 1979 1983 1987 1990
作付面積	 [ha] 269 177.1 124.4 50 4 - 2 8 8 10
推定実収高	 [t] 577 344 185 99 9 - 6 23 18 24  
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.432 より作成（原典：『七尾市統計書』昭和 45 年度～平









表９．	 1955 年～2002 年	 七尾市全体の蕎麦の作付面積の推移 
 
1955 1959 1963 1967 1971 1975 1979 1983 1987 1990 1994 1998 2002
作付面積	 [ha] 7.2 6.1 4.9 - 15 - 11 21 7 29 - 9 -
推定実収高	 [t] 6 4 5 - 24 - 1 4 3 - 2 -  
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.432 より作成（原典：『七尾市統計書』昭和 45 年度～平
成 15 年度版） 
 
 










表 10．1955 年～2002 年 煙草・柿の推移 
	 作付面積	 [ha] 推定実収高	 [t] 作付面積	 [ha] 推定実収高	 [t]
1955年 26.5 53 11.8 122
1965年 50.7 108 26.1 190
1975年 11 25 16 88
1985年 4 10 46




（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.432-435 より作成（原典：『七尾市統計書』昭和 45 年度
















表 11.	 能登の特産品に関する記述 































































かりを与えることになる」（『七尾市史』第 6 巻 p.45）．特に，機械化される以前の状況に
ついて整理しておくことは，地域における持続的な農業の在り方を考える際に大いに参考
になると思われる．ここでは，旧高階村を例にとって，麦類，蕎麦，黍，粟，稗を中心に





表 12．1902（明治 35）年～1939（昭和 14）年 旧高階村の作物別面積の推移 （単位：ha） 
米	 麦	 甘藷	 馬鈴薯	 大豆	 小豆	 蕎麦	 黍	 粟	 稗	 大根	 
1902年 1896 130.1 51 31 68 31.2 53 2.5 42.5 12
1906年 139.6 31 12 69.5 41.5 22 7.5 11.5 6.5 35
1910年 1994 142 53 16 67 35 45
1915年 1990 106 54 14 65 33 43
1920年 1973 103 70 20 62 31 9 8 6 7
1925年 2045 85 75 8 57 22 23
1930年 2026 87 85 15 54 26 25
1935年 1944 82 100 15 58 32 27
1939年 1992 49 100 20 60 35 3  
（出典）『七尾市史』第 6 巻 p.46 表 17 より筆者作成 
 









































表 13.	 1960 年～2000 年における七尾市の林家数（単位：戸） 
1960年 1970年 1980年 1990年 2000年
計 2,899 2,571 2,347 2,158 640
農家林家 2,649 2,432 2,009 1,661 448
非農家林家 250 139 338(58) 497(124) 192
非農家林家の割合 8.6% 5.4% 14.4% 23.0% 30.0% 	 
※	 (	 )	 は，1ha 以上の林家数．2000 年以降，1ha 以上が「林家」と記載．それまでは 0.1ha
以上の山林保有者を林家としていた．	 








表 14.	 1961 年～2002 年の七尾市の民有林森林資源現況	 
　　　　　（単位	 ：	 ha）
小計 針葉樹 広葉樹 小計 針葉樹 広葉樹
1961年 8023 2280 - - 4760 - - 354 629 - -
1970年 8487 2940 2797 143 4538 993 3545 375 531 258 376
1980年 8288 3362 3347 15 4120 848 3272 357 449 8 441
1990年 8308 3766 3751 19 3737 815 2922 344 461 17 444
2000年 8270 3928 3909 19 3539 761 2778 339 465 9 455







※1961 年は高階村区分を含まず（田鶴浜町分と合算のため）	 ．1970 年は端数を四捨五入，
合計は多少前後	 
（出典）『新修七尾市史』第 10 巻 p.446 より筆者作成（原典：『石川県森林・林業要覧』県
農林水産部）	 
	 
表 15.	 1961 年～2002 年の七尾市の民有林森林資源現況（単位：	 ha）	 
広葉樹 広葉樹
スギ ヒノキ マツ カラマツ アテ その他 マツ その他
1966年 2,272 28 239 7 230 21 14 842 151 3,545
1975年 2,744 30 333 7 221 12 15 707 141 3,272
1985年 2,976 32 339 8 225 10 15 693 134 3,071
1995年 3,273 65 326 8 233 10 19 643 128 2,816
2002年 3,304 79 293 8 244 10 21 631 127 2,766
人　　　　　　工　　　　　　林 天　然　林
針　　　葉　　　樹 針	 葉	 樹
	 












表 16.	 1965 年～2002 年	 水源かん養保安林の推移	 
筆 箇所 所有者	 [人] 面積	 [ha]
1965年 537 35 461 264.09
1975年 504 32 358 262.36
1985年 (237)	 504 (3)	 32 (93)	 358 (95.36)	 272.50
1995年 (243)	 504 (4)	 32 (94)	 358 (99.89)	 272.34
2002年 (252)	 549 (5)	 36 (96)	 377 (102.08)	 358.91 	 
※	 (	 )	 は内数で，保険保安林と兼種である．	 	 



















国産材	 :	 洋材	 南洋材	 :	 北洋材
洋材のうち南洋材と
北洋材の比






















































（表２）．1970 から 5 年の間，全国的に米の生産調整が行われ，米づくりをやめた水田の広
さによって休耕奨励金が支給されることになっていた．これにより，経営耕地総面積の圧















































































































森田平次・太田敬太郎	 1969	 『能登志徴	 復刻（上編）』石川県図書館協会，p. 536 
太田頼資・日置謙	 1931	 『能登名跡志』石川県図書館協会，p.158 
石川県農林水産部農業政策課	 2006	 『いしかわの食と農業・農村ビジョン』石川県農林水産部農業
政策課，p.111 
鹿島郡自治會	 1928	 『石川県鹿島郡誌』財団法人 鹿島郡自治會，p.709 
中島町史編集委員会編	 1966	 『中島町史 資料編』中島町，p.811 
七尾市史編纂専門委員会	 1972	 『七尾市史 資料編	 第 6 巻』七尾市，p.514 
七尾市史編纂専門委員会	 1974	 『七尾市史	 通史編』七尾市，p.846 
七尾市史編纂専門委員会	 2007	 『新修七尾市史 10	 産業編』七尾市，p.616 
七尾市史編纂専門委員会	 2012	 『新修七尾市史 15	 通史編Ⅱ』七尾市，p.641 
七尾市史編纂専門委員会	 2013	 『新修七尾市史 16	 通史編Ⅲ』七尾市，p.642 
七尾のれきし編集委員会	 1983	 『七尾のれきし ―普及版』七尾市教育委員会，p.293 
北陸農政局統計情報部	 2006	 『石川農林水産統計年報	 平成 16-17 年』石川農林統計協会，p.217 
農林水産省	 2013	 市町村別データ長期累年耕地面積（石川県） 





Transition of Agriculture and Forestry in Nanao, Japan: 
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Abstract 
This paper examined the interaction between the surrounding environment and human activities and 
lifestyles based on official records of the Nanao, located in the central part of Noto peninsula in 
Ishikawa prefecture, Japan. We reviewed official municipal history books titled Nanao Shishi and 
its next version of Shinsyu Nanao Shishi, to review the historical process of changes in agriculture 
and forestry in Nanao city. By reviewing these official records, we analyzed the relationships 
between regional environment and human activities, including agriculture and forestry. Based on 
these  evidences, we suggested implications for current policies and local governances for 
sustainable agriculture and forestry at local scales. 
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